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一般的に売られているクリスマスツリーはプラスチック製が多いですが、本当は 

何の木か知っていますか？答えは「もみの木」。クリスマス・キャロルでも歌われ 

ています。もみの木は常緑樹で、冬でも葉が散らないことから強い生命力の象徴と 

も言われます。冬の間、みなさんももみの木のように元気に過ごしてくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康にも学力にも大事な睡眠 



 

 

 １１月１５日(水)、佐世保共済病院小児科部長 上玉利彰先生をお招きして、標記の講演会を開

催しました。先生のお話の内容を紹介します。 
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２年生を対象に、がん教育講演会を開催しました 

●生涯で 2人に 1人ががんになる。 

大人のがんは、生活習慣やある種の感染症が原因になることがある。 

●大人のがんと子どものがんには違いがある。 

子どものがんは 1 万人に 1 人、年間 2000～2500 人。原因の多くが不明で生活習

慣とは無関係。子どものがんは誰のせいでもない 

●子どもにも理解できる年齢になれば、病名の説明をする。 

きつい治療、色んな副作用を乗り越えないといけないし、子どもに嘘はつけないから。 

●小児がんの子どもたちを周りで支える人々のこと。 

きょうだいの気持ち、難病の子どもの夢を叶えるメイク・ア・ウィッシュの活動のこと。 

●がん経験者(がんに罹ったけど打ち勝って治癒した人) 

小児がんでは 80％(500～1000人に 1人)。治った後も様々な問題を抱えている。 

●実例の紹介 

小児がんの 80％が治る。でも何度も再発、治療を繰り返して亡くなるケースもある。 

●がん経験者の Cさんからのメッセージ(10歳で発症、治癒。現在子ども3人の母) 

●AYA世代(15歳～40歳未満の年齢層)の人たち 

子どもに多いがんと大人に多いがんが混在し、小児科と成人診療の連携が必要。発症

数が 20歳超える急激に増える。進学・就職、結婚、体格や容姿などに問題を抱える。 

 

●この世の中、がんや病気と闘っている人がいると思うとすごく応援したいなと思いました。そして他人

事ではなく自分のこともしっかりした生活を送っていきたいです。 

●がんの治療方法について初めて知りました。生活習慣の中でも最も危険なのは喫煙だということが印

象に残りました。周りに吸っている人が多いからです。なるべく避けたりなど工夫しようと思いました。 

●がん経験者の方ががんになったことも含めて、今の自分がいると書いてあって、がんや重い病気になっ

ても前向きに考えて、気にせず頑張っている人がいるんだなと思ったし、かっこいいなと思った。 

●がんは早期に発見すれば治る可能性が高くなるため、大人になったらがん検診を受けることが大切だ

と知りました。 

●もし、自分の身の回りの人が難病になってしまったときには、落ち込んでばかりいるのではなく、その人

の夢を少しでも叶えることができるように協力してあげたいなと思いました。 

歯科受診・眼科受診はお済ですか? 
今年度の歯科検診結果はピンク色の用紙で、視力検査結果は薄水色の視力

カードで、結果をお知らせしていました。受診を勧められている人は、冬時

間・冬休みを利用して、受診を済ませるようにしましょう。 

 受診が終わったら、受診結果を学校にお知らせください。 

講演会後に、私たちは、がん患者さんとどの

ように接すればよいのだろう？がん患者さん

が暮らしやすい社会とはどのような社会だろ

う？について、道徳の授業で考えました。 
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